
市
で
は
平
成
１５
年
度
の
普
通
会
計
（
一
般
会

計
・
土
地
取
得
特
別
会
計
・
奨
学
資
金
特
別
会

計
・
都
市
計
画
事
業
特
別
会
計
・
急
患
セ
ン
タ
ー

特
別
会
計
）
決
算
に
基
づ
い
て
「
大
館
市
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
」（
平
成
１６
年
３
月
３１
日
現
在
）
を
作

成
し
ま
し
た
。バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

は
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
道
路
な
ど
の
資
産
と
そ

の
建
設
や
運
用
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
資
金
を

対
比
し
て
、
年
度
末
に
お
け
る
市
全
体
の
財
産
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
「
歳
入
歳
出
決
算
書
」

で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
将
来
に
引
き
継
ぐ
財
産
や

今
後
の
負
担
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら分か

る
こ
と

資
産
の
部
の
有
形
固
定
資
産
を
見
て
み
る
と
道

路
、
市
営
住
宅
、
公
園
な
ど
の
「
土
木
費
」
の
割

合
が
４３
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
学
校
建
設
な
ど

の
「
教
育
費
」
が
２９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の

団
体
も
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
施
設
の
整
備

と
し
て
、
こ
の
割
合
は
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
割
合
が
低
い
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
生
費
の
多

く
は
保
育
費
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
行
政
コ
ス
ト

と
し
て
支
出
さ
れ
、
資
産
の
形
成
に
結
び
つ
か
な

い
か
ら
で
す
。

有
形
固
定
資
産
と
負
債
の
割
合
を
見
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
世
代
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
割
合
が
分
か
り
ま
す
。
負
債
合
計
３

１
５
億
２
千
万
円
を
有
形
固
定
資
産
残
高
７
３
６

億
２
千
万
円
で
割
る
と
、
４２
・
８
％
と
な
り
、
将

来
負
担
が
４
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
今
後
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
を
考
慮
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
将
来
へ
の
負
担
を
抑
え

て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

借 方
資産運用の内容

（資産の部） 将来に引き継ぐ財産

１．有形固定資産 ７３６億２千万円
（１）総務費 ２６億４千万円
（２）民生費 ６７億５千万円
（３）衛生費 ５億９千万円
（４）労働費 ５億２千万円
（５）農林水産業費 ６６億６千万円
（６）商工費 ２４億７千万円
（７）土木費 ３１７億円
（８）消防費 ３億５千万円
（９）教育費 ２１６億４千万円
（１０）その他 ３億円
（有形固定資産のうち土地）（１６５億９千万円）

２．投資等 ４２億９千万円
（１）投資及び出資金 １９億４千万円
（２）貸付金 ５億２千万円
（３）基金 １６億６千万円

� 特定目的基金 ９億５千万円
� 土地開発基金 ７億円
� 定額運用基金 １千万円

（４）退職手当組合積立金 １億７千万円

３．流動資産 １８億８千万円
（１）現金・預金 １３億８千万円

① 財政調整基金 ４億１千万円
② 減債基金 ４億８千万円
③ 歳計現金 ４億９千万円

（２）未収金 ５億円
① 地方税 ４億２千万円
② その他 ８千万円

資 産 合 計 ７９７億９千万円

貸 方
資金調達の内容

（負債の部） 今後の世代が負担

１．固定負債 ２８３億１千万円

（１）地方債 ２３８億７千万円

（２）債務負担行為 ０円
① 物件の購入等 ０円
② 債務保証又は損失補填 ０円

（３）退職給与引当金 ４４億４千万円

２．流動負債 ３２億１千万円

（１）翌年度償還予定額 ３２億１千万円

（２）翌年度繰上充用金 ０円

負 債 合 計 ３１５億２千万円

（正味資産の部） これまでの世代が負担

１．国庫支出金 １１４億円

２．都道府県支出金 ４９億５千万円

３．一般財源等 ３１９億２千万円

正味資産合計 ４８２億７千万円

負債・正味資産合計 ７９７億９千万円

�

有形固定資産
を取得するた
めに使った国
や県からのお
金

年度末の市債
残高（翌年度
償還分を除
く）

資産を取得す
るために使っ
た市税など

広報大館２００４．１２．１

年度末に全職
員が退職した
場合の手当の
試算額

翌年度の償還
元金

大館市のバランスシート（平成１６年３月３１日現在）

（３％）

（９％）

（１％）

（１％）

（９％）

（３％）

（４３％）

（１％）

（２９％）

（１％）

（構成比）

農林道
等

地域総合整
備資金等

市庁舎、市民
文化会館等

墓園整備等

防火水槽
等

退職手当組合
積立金のうち
大館市の持分
相当額

翌年度への
繰り越し現金

湯夢湯夢の
里等

水道、病院事
業会計への
出資金等

特別導入貸
付牛購入基
金

小中学校、
樹海ドーム
周辺施設等

教育施設、
庁舎建設基金
等

市債の償還の
ための積立金

道路、公園、
市営住宅等

保育所、北部
老人福祉総
合エリア等

勤労者福祉
施設等


